




要約:内皮依存性血管拡張剤であるアセチルコリン,内皮非依存性血管拡張剤であるニトロ

ールを用い,川崎病冠動脈病変部の血管内皮細胞機能の評価を行なった. 川崎病例 19 例,

コントロール 10 例に対し,選択的冠状動脈造影を施行.アセチルコリン,ニトロール注入前

後の冠状動脈径を計測し,拡張率を算出した.川崎病既往例において,冠状動脈病変が残存

する部位では,コントロールおよび川崎病で急性期から冠状動脈病変を認めなかった部位

と比較すると,有意に拡張率の低下が認められた


